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岡崎市における事例のポイント岡崎市における事例のポイント

Okazaki city



公共事業とは？

普段から事業を行うことが当たり
前としているけれども、この事業は
必要なの？
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要望や要求が際限なく聞かれるけ
れども、全てを反映しなければい
けない？

公共事業は行政が主体とならなけ
れば成り立たない？

そもそも公共事業は誰のために行
われる？

社会基盤の整備
福祉の増進
全体の奉仕
弱者への支援
・
・
・
社会欲求の達成

国や公共団体が行うべき公共事
業の整理が成されていないので
は？



なぜＰＦＩ手法なのか？

目的内において、誰がどんなこと
でも全うできるような最小公倍数
の考え方

目的達成のために合理的な手法を
用いた最大公約数の考え方
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従来手法

• 仕様発注

• 定格的な目的達成

• 分野の専門性を特化

• リスクの集中

ＰＦＩ手法

• 性能発注

• 民間技量を発揮した目
的達成

• 総括的な事業の推進

• リスクの分散

 公共事業は、様々な観点からその手法が求められるが、ＰＦＩは公共事業を行
う上での手法の一つ

 それぞれにメリットデメリットがある中で、ＰＦＩを採用する理由がある



事業概要

・市立小中学校空調設備整備（1,790室）
・市立小学校：47校（普通教室（735）

特別支援教室（132）
特別教室（198）その他
教室（86）配膳室（47）
計1,198室

・市立中学校：20校（普通教室（319）
特別支援教室（49）
特別教室（150）その他
教室（54）配膳室（20）
計592室

・事業期間：2018.12月～2030.3月
（設計・建設6ヵ月＋

運営期間10年9ヵ月）
・事業方式：ＢＴＯ／サービス購入型
・契約金額：5,792,339,030円
・契約の相手方：

（代表）東邦ガスエンジニアリング
株式会社

（構成企業）株式会社建築設備計画・
小原建設株式会社・武田機工
株式会社

（協力企業）都市企画株式会社・
Ｕ建築設計室

＊大幅な時間短縮と検討に係る軽費削減
を達成
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事例 岡崎市立小中学校空調設備整備事業

Okazaki city



提起

• 酷暑等環境の変
化

• 学校環境の適正
化

• 児童・生徒事故
等の発生

提起

• 酷暑等環境の変
化

• 学校環境の適正
化

• 児童・生徒事故
等の発生

検討

• 空調設備の在り
方

• 周辺自治体等の
傾向

• 必要経費

検討

• 空調設備の在り
方

• 周辺自治体等の
傾向

• 必要経費

調整

• 事業期間の設定

• 事業範囲の選定

• 利用方策の検討

調整

• 事業期間の設定

• 事業範囲の選定

• 利用方策の検討

方針

• 早期の着手と運
用

• 工事期間の圧縮

• 事業手法の選定

方針

• 早期の着手と運
用

• 工事期間の圧縮

• 事業手法の選定
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事例 岡崎市立小中学校空調設備整備事業２

Okazaki city

P
h

as
e1

事業検討

ＰＰＰ／ＰＦＩ手法
導入の手引きに
基づき事業の検
討

ＰＰＰ／ＰＦＩ手法
導入の優先的規
定に基づき事業
の優先的検討

P
h

as
e2

市場調査

類似例を本事業
に置換して検討

サウンディング調
査

ＶＦＭの調査

P
h

as
e3

事業手法検討会
議

他事例の結果より
本事例への導入
可能性の成立

市場調査の結果

簡易ＶＦＭの結果
P

h
as

e4

基本方針公表

ＰＦＩ事業スキーム
とタイムスケ
ジュールを策定

市長からプレスリ
リース

P
h

as
e5

特定事業の選定

実施方針公表

VFMの算定 P
h

as
e6

事業契約の締結

議会の議決



検討経緯
・従来手法では、基礎的な調査検討
に時間がかかり過ぎる。

・ＰＦＩにおいても、その手法導入検
討（入口）に相当の時間を要す。

・幸いにして学校施設は定型的であ
ることから事例を引用しやすい。

・他で成立しているのであれば、当
該成立する可能性は高い。

・当該事業方針を庁内において確
立し、基本構想や基本計画を省くこ
とができるのではないか。

・庁内に整備した「手引き」、「優先的
規定」を存分に活用
・庁内会議にて可能性検討を議論
・議会に対して方向性を説明
・市長より事業の着手をアナウンス

・可能性検討として市場調査をサウ
ンディング

・さらなる工期圧縮について募集要
項案で公表

・募集要項では、対象校の先行調査
を許可

・「基本構想」「基本計画」が、どの事
業にも必要か？

・事業のビジョンが明確であれば事
業自体の研究・検討は省くことがで
きるのでは？

・可能性調査は外注するよりもサウ
ンディング調査のほうが効率的で
は？

・類似例を本プランに置き換えること
ができれば、オンザレールで事業展
開できるのでは？

・成立している類似事業を当該事業
に充てたらどうか？

・大幅な時間短縮の達成

・効率的な工事配分によって、学校
の平等性を確保

・行政手続きの手間を可能な限り排
除（テンプレート方式）

・設計・工事等における職員配置の
軽減化
・経費の節減
・市場の活性化

0 1 2 3 4 5 6 7

従来手法

ＰＦＩ手法

今回手法

手法による期間の短縮

基本構想 基本計画 基本設計 実施設計 特定事業選定

入札 公募 工事設計 工事 運営

工事着手に至るまでの期間短縮

事例 岡崎市立小中学校空調設備整備事業３

Okazaki city



①必須提案教室

事例 乙川リバーフロント事業

Okazaki city



事例 乙川リバーフロント事業２

①必須提案教室

Okazaki city



天の川プロジェクト Ⓡ

天の川プロジェクト Ⓡ

事例 乙川リバーフロント プロジェクト例

Okazaki city

天の川プロジェクト
30,000球の光の帯がゆっく

りと川面を流れる様は幽
玄で時間を忘れるような雰
囲気を醸し出します。

 民間主体での開催

 開催には多くのスポン
サー

 人が集まるところには
キッチンカー

 キッチンカーが来ること
による集客効果



事例 乙川リバーフロント プロジェクト例２

Okazaki city

社会実験の実施状況

キッチンカー・ナイトマーケット 殿橋テラス（パーラー）



公民連携事業とするために

Okazaki city

キックオフフォーラム

シンポジウム①②

シンポジウム③④

グランドデザインフォーラム

パブリックミーティング

まちなか未来戦略フォーラム

乙川リバーフロントフォーラム

デザインシャレット

まちづくりワークショップ

QURUWA FUTUR VISION①

まちのトレジャーハンティング

QURUWA FUTUR VISION②

担い手育成ワークショップ

岡崎泰平の祈り①

おとがワ！ンダーランド①

おとがワ！ンダーランド②

岡崎泰平の祈り②

Meguru Quruwa

岡崎泰平の祈り③

アウトドアリビング

市民提案市民提案

行政提案行政提案

公民連携提案公民連携提案

フォーラム・シンポジウム等 ワークショップ等 社会実験等

2015

2016

2017



①必須提案教室

まちづくりデザインシャレット

まちづくりWS

公開型WS・展示投票会

事例 乙川リバーフロント事業～提案例

Okazaki city



（施設使用者）乙川リバーフロント地区かわまちづくり活用実行委員会
（チーム・おとがワ！ンダーランド）

・利活用事業計画、実施調整 ・事業者の選定、指導 ・事業者間の調整
・広告、宣伝 ・公益活動（水防活動等） ・水辺空間の創出
・水辺空間の保全（使用施設等の維持管理）

愛 知 県

【河川管理者】

事業運営者例４
バーベキュー

事業運営者例１
木船運行、貸しボート

事業運営者例２
泰平の祈りプロジェクト

公的占用者（占用主体）：乙川リバーフロント地区かわまちづくり協議会

・利活用方針決定 ・実行委員会の事業計画の報告

・占用申請・協議 ・河川利用調整、協議など

事業運営者例３
オープンカフエ

事務局：岡崎市
（=公園管理者）

許可・取消
（公園管理者への通知）

占用許可申請
占用料（免除）
報告（活用状況・契約）

かわまちづくり推進体制スキーム図

乙川リバーフロント地区河川敷地利用調整協議会

・河川管理者の要請にて開催

使用契約協議
相談
報告

指導監督
承認・解除

地域の合意

【河川管理者】

【

河
川
管
理
者
】

＋

マネジメント部門
会則

会則
会則 会則

河川敷地占用許可準則
第22 5項

河川敷地占用許可準則
第22 4項
第 6 1項 一 （四）

河川敷地占用許可準則
第25 1項

河川敷地占用許可準則
第25 2項

都市・地域再生等占用方針（愛知県ＨＰ参照）
http://www.pref.aichi.jp/uploaded/attachment/57588.pdf

かわまちづくりの体制づくり

Okazaki city



～誰もが使いやすい にぎわいの交流拠点～

北東街区有効活用事業
（都市機能立地支援事業）

・敷地面積：約6,600㎡
・事業主体：スターツコーポレーション（株）（代表企業）
・事業概要：ホテル・商業施設等、駐輪場（約1,700台）
・平成２９年７月定借契約締結
・2019年開業
・交通広場も2019年度供用開始
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事例 東岡崎駅周辺地区整備事業

Okazaki city
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事例 桜城橋橋上広場整備運営事業～Ｐ-ＰＦＩ事業

Okazaki city
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世界の橋を参考に（イタリア）

Okazaki city
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Ｐ－ＰＦＩの仕組み

Okazaki city

制度名 根拠法 事業期間 特徴

指定管理者制度 地方自治
法

３～５年 ・民間事業者等の人的資源やノ
ウハウを活用した施設の管理運
営の効率化

・一般的には施設整備を伴わず
都市公園全体の運営維持管理を
実施

設置管理許可制
度

都市公園
法

10年 ・公園管理者以外の者に対し都
市公園内における公園施設の設
置、管理を許可

・民間事業者が売店やレストラン
等を設置し、管理できる根拠

ＰＦＩ事業 ＰＦＩ法 10～30年 ・民間の資金や経営能力を活用
する社会資本整備で、低廉で良
好な公共サービスの提供が可能

・都市公園ではプールや水族館
等の大規模な施設の活用が進む。

Ｐ－ＰＦＩ 都市公園
法

20年 ・飲食店、売店等の公募対象公
園施設の設置又は管理と、その
周辺の園路、広場等の特定公園
施設の整備、改修等を一体的に
行う者を公募により選定

公園管理者

民間事業者等

公園利用者

都市公園におけるＰＰＰ／ＰＦＩ手法の比較 Ｐ－ＰＦＩの事業スキームイメージ

特定公園施設整備
後に引き渡し

公募設置等計画の
認定、認定公募等設
置計画に基づく設置
許可

公募設置等
計画の提出

基本協定

特定公園施設等
の整備費支払

料金等の支払 サービスの提供
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ＰーＰＦＩにおける特例措置

Okazaki city

設置管理許可期間の特例
・公募設置等計画の有効期間20年
・設置管理許可の更新を保証

Ｐ－ＰＦＩは、公募対象公園施設から生ずる収益の見込み等に基づく特定公園施設の整備を求める特徴を
有することから、設置管理許可期間の延伸や建蔽率の緩和など事業者が公募対象公園施設を都市公園
に設置し、運営しやすくするための法の特例措置がある。

建蔽率の特例
・便益施設の建蔽率１０％
（条例で定める範囲を限度）

占用物件の特例
・自転車駐車場、看板、広告塔を占用許
可対象

都市公園法では、都市公園が都市の貴重
なオープンスペースであることから公園施
設の建蔽率は２％を参酌として条例で定
める割合を超えてはならないとあるが、、、
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公園施設において設置可能となる建築物の条件

Okazaki city

最大３４％ 最大２４％ 最大１２％

特例 ＋２％ 仮設公園施設

特例 ＋１０％
屋根付広場等高い開放性を有する建築物

特例 ＋２０％
教養・文化施設で

・文化財保護法に基づ
き指定された建築物

・景観法に基づき指定
された建築物

・歴史まちづくり法に基
づき指定された建築物

特例 ＋１０％

・休養施設、運動施
設、教養施設

・災害応急対策に必要
な施設

・都道府県立自然公園
のための施設

特例 ＋１０％
公募対象公園施設

合計で＋１０％までの範囲で併用可能

条例で上乗せ可能

通常建蔽率 ２％ 公園施設として設けることができる建築物

カフェ
８％

休憩所
４％

仮設テント
２％

屋根付広場
10％

仮設テント
２％

屋根付広場
10％

カフェ
12％

〇

×

適用例

〇

条例の施行により可能
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Ｐ－ＰＦＩの事業者公募及び選定の流れ

Okazaki city

手続き 公園の管理者等 民間事業者

方針の整理 民間活力を活用した都市公園の整備と管理についての
方針を整理

マーケットサウンディング 民間での創意工夫を発揮できる事業条件を設定

都市公園の概要や仮事業条件を定めた「事業概要」を
作成

書面（電子メール等含む）又は対話等を介して参入意欲や
実施条件等を意見するとともに疑問及び質疑等の機会

公募設置等指針の策定 Ｐ－ＰＦＩの実施条件等を定めた公募設置等指針を作成
および公表

作成に当たっては適宜民間事業者との対話を実施し、
実施条件等の可能性を追求

公募設置等計画の提出 公表された公募設置等指針の条件に従い公募設置等計画
を提出

設置等予定者の選定 民間事業者より提出を受けた公募設置等計画を学識経
験者等の意見等を踏まえ評価し、設置等予定者を選定

公募設置等計画の認定 公募設置等計画を認定

基本協定等の締結 Ｐ－ＰＦＩの事業実施条件等を規定し、公園管理者等と選定事業者との間の権利及び義務等を定めた基本協定等の締
結

設置許可の許可等 設定された公募設置等計画及び協定等に基づき民間事
業者に対し設置管理許可を付与

許可を得て公募対象公園施設を整備するとともに基本協定
等に基づき特定公園施設等を整備

網掛け手続きは都市公園法に定められた手続き
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公園のリニューアル例

Okazaki city



政策検討 政策調整 政策決定 政策実施
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公募に至るまで

Okazaki city

Phase１
（基本構想）

•基礎調査

•実態把握

•市場調査

•意見交換

•サウンディング

Phase２

（基本計画）

•事業スキーム

•事業ストラクチャー

•行政の意思決定

•議会の同意

•市民の賛同

Phase３

（実施方針）

•実施体制確認

•サウンディング

•財政検討

•事業化調整

•関係機関等調整

Phase４

（事業者選定）

•予算化

•募集要件

•業務水準

•競争的対話

•評価

Step１Step１

事業発案

事業の可能性

Step２Step２

事業の特定

事業化検討

Step３Step３

手法・手段の決定

実施体制確立

Step４Step４

予算化

公募手続き
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岡崎市のＰＦＩ／ＰＰＰの進め方（まとめ）

Okazaki city

レールレール

• 体制づくり

• 対象事業を検討する、調整する、決定する機関

• 外部有識者等のアドバイスを活用

• 市場との対話機会を設定

ルールルール

• 明確な手順づくり（双六方式）

• 事業のスタートアップを支援

• ステップアップ出来る段取りを設定

• ゴールまでの道程を明示


